
熊本市立千原台高等学校マニフェスト(2024) 学校評価 

学校教育目標『「一生懸命はカッコイイ」を実践する学校づくり～「チャレンジ チェンジ 

チャンス」で成長の好循環を～』を達成させるために、本年度は次のことに特に力を入れ

て、全職員で学校運営を行っていきます。 

 

『進路実現１００％』を目指します 

上記実現のために本年度重点化する具体的実践事項とその到達目標は以下のとおりです。 

１．勉強の仕方を身につけ、「わかる」「できる」を実感できる授業実践 

 【設定理由】勉強の仕方を身につけることで、「学ぶ」から「わかる」「できる」につながる体験が 

積み重なり、さらに学びに向かう姿勢がよくなっていくという共通理解のもと、勉強の

仕方を身につける指導を大切にした授業をすべての教科・科目で実践していきます。 

 〈到達目標〉１２月に実施される自己評価の「日々の授業や家庭学習に真剣に取り組むことで、わか

る・できるを実感できることがよくあった」に対し、「よくあてはまる」「ややあてはま

る」の回答率が９０％以上 

         ⇒ 評価：A 

         〔評価の理由〕 

１２月実施した自己評価において「よくあてはまる」「ややあてはまる」の回答が９０％に及ば

なかったものの、８４％でおり、勉強の仕方を身につけることで「わかる」「できる」を感じる

授業実践がかなりできつつあると判断できる。 

 

２．進路意識の醸成を目指したキャリア教育の充実 

 【設定理由】進路意識が高まらない背景として「社会のことを知らない」「社会に出たとき自分がどん

なことをやりたいのかがわからない」「自分が社会で通用するのか自信がない」などがあ

ると考えられます。そこで、インターンシップやオープンキャンパスへの参加率を上げ

ると共に、社会人との交流の機会をより多く設定し、自分の将来像を具体的に描けるよ

うにしていきます。 

 〈到達目標〉・夏休みのインターンシップ参加生徒数が３０名以上 

       ⇒ 評価：Ｂ 

            〔評価の理由〕 

夏休みのインターンシップ参加者は累計２８名。昨年度までが１０名前後だったことを考

えると大幅に増えた。また、以前の参加者は一社のみであったが、今夏は複数の企業で

インターンシップを実施した生徒が３名いたことを踏まえても、進路意識が高まるよう

な取り組みとして一定の評価ができる。春休みも含め、今後は 1,2年生の就職希望者

には可能な限り参加するように促していきたい。 

       ・オープンキャンパスの参加率が２,３年の進学希望者の５０％以上 

       ⇒ 評価：B 

            〔評価の理由〕 

１１月実施した調査結果によると、進学及び未定の生徒の対象者において２年生の参加



率が24.8％、３年生の参加率が82.7％であった。２,３年生合わせると53.9％であ

った。かろうじて50％を超えたものの、２年生の参加率に課題が残った。参加しなか

った理由として、志望校、進路希望が決まっていないとする生徒が多く、志望校や進路

志望を決めるためにオープンキャンパスに参加するように促しているが、そうなって

いない実態が浮き彫りになった。 

       ・各学年で進路ガイダンス及びキャリアガイダンス実施を２回以上 

           ⇒ 評価：Ａ 

〔評価の理由〕 

１年が４，５，３月、２年が６，１０，３月、３年が４，６月に進路ガイダンスやキャリアガイダン

ス等を実施した（予定を含む）。定期的に進路意識を高める機会を設定できており、進学

先・就職先を知る・考える機会を創出できている。１２月に実施した自己評価の「進路目

標達成に向けて日々努力している」に対し、「よくあてはまる」「ややあてはまる」合わせ

て81.8％と高かった。 

 

３．学校満足度の高い学校づくりの推進 

 【設定理由】学校に来てみんなで学ぶ意義が感じられるような学校づくりこそ必要と捉え、生徒が居

場所を感じられるような学校を目指します。そこで生徒が主体的に学校づくりに参画で

きるような場（学校行事や校則見直し等）を多く設けます。 

〈到達目標〉・１２月に実施される自己評価の「学校生活は楽しい」に対し、「よくあてはまる」「やや

あてはまる」の回答率が９０％以上 

           ⇒ 評価：S 

〔評価の理由〕 

１２月に実施した自己評価において「よくあてはまる」「ややあてはまる」が合わせて９

4.9％であり、約５ポイントも上回った。同調査で「様々なことに挑戦し、新しい自分、成

長した自分に出会うことができた」の項目も、「よくあてはまる」「ややあてはまる」が合

わせて８３．１％であり、学校教育目標を達成できた生徒も多く出ており、学校満足度の

高い生徒は非常に多いと言える。 

 

４．探究活動を通した社会に通用する力の育成 

【設定理由】探究活動とは社会課題同様、答えのない問いに対して自分なりの納得解、妥当解を導

く、いわゆる課題解決型学習です。課題設定・情報収集・整理分析・まとめ発表という

一連の流れは多くの企業等で実践されているところであり、社会で必要とされるスキル  

です。探究学習に力を入れて取り組むことを通して社会人基礎力を身につけさせます。 

〈到達目標〉・管理職を含む全員が探究活動の伴走者として学習を支援 

           ⇒ 評価：Ａ 

〔評価の理由〕 

管理職には、１年生１学期に取り組んだビジネスアイデアの中間発表会のアドバイザー

として、１２月実施された２年生の中間発表会ではゲストコメンテーターとして登壇い

ただいた。学年団を中心に、職員全員が日々の探究活動の学習支援（伴走）を行ってい

る。 

・企業または行政、大学等との連携事例３０以上 

⇒ 評価：Ｓ 



〔評価の理由〕 

別紙一覧にあるように、外部人材を活用した探究活動が多く実践されてきている。本

年度は２年生において各専門家を招いてのブラッシュアップ会を６、７月に実施、１年生

ではビジネスアイデア審査会（学習成果発表会）において外部審査員を招聘して実施し

た。このように外部人材を積極的に活用しながら、活動が充実するように努めてきた。

１０月に実施した高校魅力化評価（※対象は 1,2年全員と３年情報科）においても「将

来のことや実現したいことを話し合える大人がいる」(2.6pt),「周りの大人は、じっく

り話を聞き、考える手助けをしてくれる」(3.2pt),「地域の人や課題など、興味を持っ

たことに対してすぐに橋渡しをしてくれる大人がいる」(2.0pt),「地域の人や課題な

どにじかに触れる機会がある」(11.2pt)といった項目が全国平均より高い結果(pt

は全国比の値)であった。外部人材を積極的に活用し、それぞれの探究活動が進展する

ようにサポートする人的環境が整ってきている。 

      ・１,２年全員がグループまたは個人で外部コンテスト等にエントリー 

⇒ 評価：Ｂ 

〔評価の理由〕 

１年生においては、全グループが大阪商業大学主催の全国高等学校ビジネスアイディア

甲子園に応募した。２年生においては１１，１２月にかけて外部向けの発表や各種コンテ

スト等に応募する予定である。 

・外部コンテスト入賞１チーム以上 

⇒ 評価：Ｂ 

〔評価の理由〕 

１年生全員がエントリーした大阪商業大学主催の全国高等学校ビジネスアイディア甲子

園で「学校賞」を受賞。（「学校賞」とは、熱心に取り組み、優秀な作品の応募があった学

校に授与されるもの）ここ数年応募してきたが、同コンテストでの初受賞となった。ま

た、校内ではあるが、フロンティアコンテスト（ソーシャルビジネスアイデアコンテスト）

を多くの企業・行政の方を審査員や来賓として迎えて実施。ファイナルステージで発表

されたビジネスアイデアに対し、多くの方から大変高い評価を得た。ただ、外部コンテ

ストで上位入賞につながるようなチームが現状出ていないため、この評価とした。 

 

評価は以下の４段階とする 

    Ｓ：目標以上の達成状況である 

    Ａ：概ね目標を達成できている 

    Ｂ：目標達成が不十分である 

    Ｃ：目標をまったく達成できていない、もしくは目標にそう具体的実践ができていない 


